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【 1.  はじめに 】 
　八郎潟残存湖 ( 八郎湖 ) は 、干拓・ 淡 水 化 後 、 窒 素

(N)やリン (P )過多による慢性的な富栄養状態に陥り、

毎年 アオコ が 発生、年 によっては 漁業 や 利水 に 支障

をきたし、具体的な水質改善対策が求められている。

八郎潟中央干拓地 からの N・ P の 流出機構 と 負荷量

を 明 らかにするため 、1997～2001年 の 5 年 間 、 干 拓

地 に 出入 りする 全地点 で農業用排水中のN・P 濃度を

測定 した結果、1. 5万ha、 大 規 模専業水田地帯の水質

変動と濃度分布の様子が明らかとなった。

【 2.  調査地区概要 】
　八郎潟干拓地 の 概要および調査地点を図 1に示す。

潅漑期間、西部承水路側 の 要求水量 を 南 部 と 浜 口 機

場 から 注入 する 循環利水 が 行 われる 。湖 の総貯水量

は 約1. 1億 t  、日本海 への 年間放流量 は10～ 13 億 t  、

流域 の 平均降水量 は 約1, 800mm、 中央干拓地排 水 量

は年間約4. 5億 t  でうち灌漑期間が約3億 t  程度である。

【 3.  調査方法 】
　主な調査地点は、図1の排出( DP 1、DP 2) 、西部承

水路注入水( T1、T2) および 各 取水地点 i 1 ～ i 19 の 計

23地 点 。N・P 濃度 、EC等を、排水は潅漑初期は日２回、以降日１回程度、用水は日1回～週

1回測定した。N・P 濃度はJ IS 吸光光度法とこれに準ずるｵｰﾄ・ｱﾅﾗｲｻﾞｰにて測定した。

【 4.  干拓地排水･取水濃度の変動範囲と地点分布特性 】
図 2に 各観測地点 の T-N・ P 濃度、 ECの最高、最低、平均（単純平均）値をまとめた。水質

変動範囲から干拓地水域を区分すると、大きく図3-3に示す4地区に整理できる。
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    図 1  八郎潟干拓地水質調査概要図
Outline of researched field, Hachirougata Polder 

図 2 T-N 最高・最低・平均値　

    Maximum, minimum and average of T-N  of irrigation and drainaige 

waters in Hachirougata Polder           　　　　　　　　　　　　　　　　



【 5.   用水・排水濃度の変動特性 】
農業用水 では 、図 3-1に上記 4水

域 のうち 特徴的 な①、④水域にお

ける 灌漑期間 のT-N濃度 変 動 を 示

した 。循環潅漑 の 影響域は小雨、

高温年 でも 夏期 のアオコ発生はな

いが 、水質が良好と考えられてい

た④正面堤防側取水域では年によっ

て 、特に花水の集中取水期にアオ

コ の発生と季節風の吹き寄せによ

り 高濃度 でNを 含 む 水 が 集中的 に 灌漑 されていた。灌漑水量によってはN30kg/ha/day以上、

P 3. 2kg/ha/day以上の流入負荷となることもあり、Nでは肥培管理上の影響が懸念される。

図 3-2は 干拓地排水（南部機場）中 の T-N濃度 の 変動 を 示 したものである。 T-N濃度の年間

変動 では 、融雪流出 ピ ー ク、3月～4月上 旬、雪 解け流出後灌漑直前の濃度低下、耕起による

乾土効果 と 中量降水時 の 溶出 ピ ー ク 、初期湛水流出と直後の代かき時濁水の畦畔浸透発生に

よる 濃度上昇、田植 え 前 の 落水 による 大排水 を伴うピーク、中干し後の乾土効果と溶出によ

る上昇等があり、濃度レベルには年により差があるが一定の変動パターンが形成されていた。

【 6.  まとめ】
干拓地 と 調整池 の 間 では 循環利水 があり 、取水域 によって特徴的な濃度変動があることが

複数年 の 調査 から 明 らかになった 。50%近 い 配水管理用水 が循環水域の水質環境に影響して

おり 、水田浄化機能 を 活用 した 循環水 の 負荷低減策等、営農 と地域水管理を組み合わせた水

質環境改善の可能性がある。本報告では水域毎の水田の役割を明確にすることができた。
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①南部排水機場排水の水質影響範囲：灌漑面積 3,532ha

　　西部承水路南側取水域（St.i1、i17、i18、i19）

②排水機場排水の影響を受けない北部地域：同 3,368ha

　　西部承水路北側取水域（St.i1、i2、i3、i4、i5）

　　および東部承水路北側取水域（St.i6、i7、i8、i9）

③北部排水機場排水の水質影響範囲：同 2,477ha

　　東部承水路中部取水域（St.i10、i11、i12、i13）

④調整池の水質変動影響域：同 2,033ha

　　調整池取水域（St.i1、i17、i18、i19）
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④

図 3-3 八郎潟干拓地灌漑用水取水地点の水質からみた 4 区分
Four groups of irrigation area by water quarity in Hachirougata Polder 
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図 3-2  八郎潟中央干拓地排水中の T-N 濃度変動
Seasonal changes in T-N concentration of drainaige water from Hachirougata Polder
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図 3-1　八郎潟干拓地農業用水取水地点別 T-N 濃度の年変動
Seasonal changes in T-N concentration of irrigaition  water for Hachirougata Polder


